








Ⅰはじめに 

 本研究は加国の Charles K.Bliss 博士によって開発されたシンボル・システムをわが国

の障害児に応用して,肢体不自由,特に上肢の運動障害や顔面,咽喉等の筋肉麻痺等により,

音声の表出,構音,発語にわたる重複した障害を持つ子どものために,より適切なコミュニ

ケーション(交信)の手段を開発し,その交信行動の促進を図ろうとするところに基本的な

目的がある。 

 このような障害を有する子どもは,いわゆる脳性麻痺(C.P.)に由来するケースが多く,そ

のため知能の発達上の遅滞を多かれ少なかれ有している。 

 しかし,その知能発達の水準は,極度に悪いものでなく,中程度,あるいは軽度の児童が多

い。そのような場合には,図形や記号の認識あるいは認知は相当程度,可能と考えられる。 

 それにも拘らず,上肢,顔面の諸筋肉等の調整の不調により，書字，描画が殆んど不可能

に近いことが多い。 

 この種類の障害をもつ子どもは，当初からいきなり通常の言語体系により,ことばを習得

することが,非常に困難である。従ってより簡易なシンボルによるコミュニケーションの代

替システムを提供し,同時にその表出力の不足に関しては,簡便なシンボル表示装置の製作

によって,交信行動の確保と改善を図ることが可能と考えられる。 

 今回は基本的には,この方向にそって,実際的資料を得るための実験的調査をねらいとし,

まず,ソフトウエアであるブリス・シンボル・システムの妥当性,特に文化の準拠枠(the 

frame of refrence)からくるバイアス(先入観など)の負荷と,シンボル自体の抽象度(具体

性あるいは具象性との対比概念,以下同じ)を見ることをした。 


